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501.中高齢者の持久性体力評価における身体活動能
カ質商表の妥当性と有用性
-SATプロジェクト 86-
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{目的}中高齢者においては、加齢に伴い、身体活動
能力が低下する。身体活動能力は、運動前容能と日常
生活中の身体活動の観察の両面から捉えられるべきで
あり、後者の評価法のひとつとして費問紙がある。麻
野井らが考案した身体活動能力質問表は、心疾患患者
の重症度を日常生活に却した質問から評価し、それよ
り運動樹容能を規定する持久性体力を定量的に推定す
ることができる質問紙である。しかしながら、幅広い
体力水準を有する中高齢者を対象とした定量性を持っ
て評価できる質問紙は確立されていないD そこで本研
究では、麻野井らの身体活動能力質問表をもとに、さ
らに高い運動強度についての質問項自を追加した質問
紙を、高い体力水準を有する中高齢者および心疾患患
者に用い、その妥当性と有用性について検討すること
を自的とした。
{方法}対象は、心疾患を有する61歳から83歳までの
男女15名(心疾患患者群)と健康教室に通う59歳から
78歳までの健常な男女43名(健常者群)とした。
身体活動能力質問表の妥当性を確認するために、身
体活動能力質問表から持久性体力の妥当基準である最
大酸素摂取量 (V02max) を予測し、実測のV02max
との関係について検討したo V02maxの予測値は、身
体活動能力質問表の回答から遂行可能な身体活動の予
測最大運動強度をMetsf[査で判定し、次式より算出した。
予7~IJÝOzmax(ml/kg/min) =3.5 x予測最大運動強度
実視IJVOzmaxは漸増負荷運動を施行し、運動中の酸
素摂取量をbreath-by-breathで日Ij定した。
{結果}心疾患患者群におけるV02maxの予測値と実
測値の相関係数は0.79で高い相関関係が得られたo さ
らに心疾患患者群においては、最大酸素摂取量の予測
値と実測伎の間には有意差が認められなかったo
健常者群における最大酸素摂取量の予測値と実測値
の相関係数は0.54で、中程度の相関関係が得られた。
しかし健常者群においては、 VOzmaxの予測値と実測
値の詞には有意差が認められ、本研究においては、実
測値より予測値の方が過大に評価される傾向があった。
{考察}身体活動能力質問表は、 VOzmaxの予測値と
実測値との間の有意な相関関係から、心疾患患者群お
よび健常者群において妥当性が確認された。また、心
疾患患者群においてはVOzmaxの予測値と実測値との
間に有意差が認められなかったことから、身体活動能
力質問表からVOzmaxを予測することが可能であるこ
とが考えられた。
健常者群においては、 VOzmaxの予測値と実測値との
問に有意差が認められたため、身体活動能力質問表か
ら健常者のVOzmaxを予測するには、算出式や適用範囲
などについてさらに検討を要することが示唆された。
{結論】中高齢者において、本研究で用いた身体活動
能力質問表は健常者群においても、その人の持久性体
力を予測しえたことから、身体活動能力質問表の妥当
性が確認されたが、実際の運用にはさらに検討を要す
ると考えられたo
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